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令和４年 第１回掛川市・袋井市病院企業団議会定例会 報告
開催日時 令和４年２月１０日 ＰＭ ２：００～

開催場所 中東遠総合医療センター３Ｆ会議室

出 席 者 戸塚議長、大場正、山田貴、安間亨、大庭（記）

１．全員協議会 ＰＭ２：００～

・宮地企業長挨拶

要旨＞ 当院が置かれているコロナの状況、極めて深刻な状況。５００床の病院で第５

波で３２０床程度まで下がっていたが、その後３８０床まで回復していた。第６波の前の

１月終わり頃は４３０床から４５０床まで入院が戻っていた。この時期、心不全、脳卒中

などの入院が多くその一般診療に対応していた。その後、第６波において、磐田病院で院

内感染や、この地域における感染者数が増加し、現在、その影響を受けている。今回のコ

ロナは、重症者はいないが無症状や軽症の患者が多く、院内感染を防止するのが大変にな

っている。当院では、現在、入院者は３日前のＰＣＲ検査を実施しているが、患者によっ

ては当日のＰＣＲも行っている。個室利用が多く、４５０床の病床を３３０－３４０床に

減らしている。一般診療を減らせないので、７０床程度を周辺他病院で対応して貰ってい

る。最近、磐田病院の院内感染は治まってきたが、一方、圏域ではクラスターがさらに多

く発生しており、これらの状況に対しても当院で対応しなければいけない。大変厳しい状

況だが地域医療の発展のために尽くして行きたい。

・報告事項

（１）令和３年度の運営状況について

ア 職員数の推移 イ 診療実績 ウ 病院事業会計の概要

エ 患者満足度調査結果の概要 オ コミュニケーションボックスの状況

（２）新型コロナウイルス感染症に係る財政支援の状況について

（３）将来を見据えた病院整備方針について

（４）企業団議会の定例会について

ア 令和３年度病院事業会計補正予算（第２号）の概要について

イ 令和４年度病院事業会計予算の概要について

ウ 専決処分の承認を求めることについて

（掛川市・袋井市病院企業団企業長の給与及び旅費に関する条例の一部改正）
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・主な質疑（要旨）

＜ 全員協議会での各議員からの意見・質問＞

■全協質疑

◆令和３年度の運営状況について・・・・・・・・・・・・・・・資料１ ２ ３参照

Ｑ コロナの患者の受け入れ状況（宿泊療養・自宅療養）を教えて欲しい。

Ａ 厳しい環境下だが、現在も救急患者は断ることなく９７～８％受けている。当院では

コロナ患者も断っていないが重症化していないので、ほとんど在宅療養となっている。

第５波の時は５０人程度いたが、第６波では１５～２０人程度。多いときは、１２０

人程度宿泊や在宅に対応している。高齢で基礎疾患のある人が亡くなっている。

Ｑ コロナ患者へは電話確認をしているのか。

Ａ オミクロンはデルタとは違うので多くを電話で対応している。

Ｑ ＰＥＴ検診の稼働率低いことが課題となっている。最近は、尿でがん検診出来ると聞

くが、その様な検診方法とＰＥＴ検診との今後の関係はどうか。

Ａ ＰＥＴ検診も完全ではない。１ｃｍ以上のがん細胞でないと見つからない。また、種

類によってＰＥＴで写らないこともある。腫瘍マーカーなど組み合わせながらやって

いる。コロナで自粛していることが理由なのか、進行がん増えている。この１年５０

例のがん患者を検出している。そこでＰＥＴや胃カメラなど組み合わせて対応してい

く必要がある。

Ｑ 現在医師数１３５名、看護師６０２名となっている。今後の各科の医師の配置などど

のような見通しを立てているか。

Ａ 引き続き医師確保が難しい状況にある。しかし、院長就任以来、研修医確保を積極的

に進めてきている。結果現在では、当院の研修医の状況は、全国６００以上の病院、

８０００人以上の研修医がいるが、当院の１年目８２位、２年目は３７位、総合成績

３１位と非常に優秀であり、 県下ではトップである。優秀な研修医に残ってもらう

必要があり、引き続き２０人を目標に優秀な研修医を確保していきたい。

医師の数だが、当院は消化器内科３人、近隣の病院でも１２～３人いる病院がある。

血液内科も以前３人いたが今は０人。糖尿病の医師も２人だが定年でいなくなる。こ

うした実情を踏まえつつ対応しなければいけない。その為にも、指導医がいないとい

けないし、ここの病院を発展させるといった気概のある人材を望んでいる。これら課

題に対応すれば改善が図れると認識している。

Ｑ 認定看護師２２名、今後の増やす予定はあるか。

Ａ 現在２２名いる。業務を考えると２人体制が必要であり、後継者を考えたい。現在は

急性期を中心にやっているが今後、在宅医療を考えると 認定看護師を増やさないと

カバーできないと認識している。当院の認定看護師の教育は充実していおり、合格す

ると病院が費用負担している。こうした病院は少ない。看護師が行う特定行為の研修

者が１名いる。また、２名研修中である。
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◆ 将来を見据えた病院整備方針について・・・・・・・・・・・・資料４ ５参照

Ｑ 敷地内薬局の導入に伴う、駐車場の広さ、費用等はいくら掛かるか。今後の進め方は。

Ａ ４００㎡２階建て。１０～２０台。費用は両市には求めない。現在駐車場不足してい

ることから整備したい。

Ｑ がん治療の機器（サイバーナイフ、トモセラピー）予算はどのくらいか。

Ａ がん治療における、抗がん剤治療、放射線治療など抗がん治療は高価になる。また、

高齢者には大変な治療となるが、放射線治療は体に優しいのが特徴。今回導入の機械

はピンポイントで当てることが出来る。ナイフについては聖隷で既に入れている。ト

モセラピーは３年後を予定している。１台１５億円くらいする。それを８～９億円で

価格交渉をしている。ニーズは高齢者にある。この機械を入れるのは静岡、浜松市内、

がんセンターでも入れる予定はない。当院が入れてそちらの患者を受けていく。従来

放射線治療は４週～５週掛かっていた。この機械を使うと数日で終わる。入院でも良

いし通院でもいい。これからそういうことで、遠くの患者を集める、放射線治療をメ

ーンで行う。また保険診療もできる。

Ｑ 敷地内の薬局の提案について、これから、薬剤師との関係は大丈夫か。

Ａ 排除するつもりではない。薬剤師は頭書は月－金だった。でも日曜日も日勤をして貰

っている。薬剤業務は大変。救急車も２０台、休日診療も５０人位くる。休日が大変。

そこに薬も８割出る。日曜日もやって欲しかったが無理だと言われた。今、当院の薬

剤師３０人だが１名と来年中堅が辞める。今後増えない。薬剤師は３０年前は病院も

調剤薬剤もほぼ同数だった。今は病院の薬剤師は１０％しかいない。調剤薬局の薬剤

師は３．５倍に増えている。明らかに差がある。切羽詰まっている。今入院する人も

沢山いろいろな種類の薬を持ってくる。これを調べて出していくのはかなり大変な仕

事。土日の時間外勤務も問題になっている。時間外も当直もやらなければならない。

うちの病院を助けて貰えないかと言ってきた。なかなか難しいといわれている。私た

ちは病院、医療を守るためこれ以上薬剤師減ってしまったら大変。医療を守るために

必要、彼らも連携が必要と思っている。将来を見据えていくと言うことをご理解いた

だきたい。

Ｑ 敷地内薬局の件、来年スタート、スケジュール的に厳しい。市内の声を聞いてきた、

禍根を残すのではないか。反対している薬剤師と時間をかけて話をする必要がある。

Ａ 時間をかけたら理解、それは疑問だ。話し合いをする皆さんは理解している。そ

の後方にいる人が反対。 働くところが本当になくなるのか。経営的にどの程度厳

しくなるのか疑問。医者が来なければ、この中東遠は潰れます。今後薬剤師を増や

すにはどうしたら良いですか。病院薬剤師に来ないが調剤薬局には来る。それなら

私たちの病院で働いて下さい。それが本当の気持ちです。いつでも受け取ります。

大変厳しい状況をご理解いただきたい。

Ａ 管理部長補足・・この病院を維持していきたい。実際薬剤師会と話をした、開業医

の門前薬局 ・・矛盾していることは分かるが、これまで取り組んだ医薬分業と逆
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行している。何故病院だけ駄目か。矛盾していることは分かっている、薬剤師会で

も事情は分かるが 国県の反対で、それに参加することも理解して欲しい。お互い

の事情も分かる。腹を割って話し合っている。ご理解願いたい。

Ｑ 敷地内薬局の話がこのまま進むと影響がでる。小さな薬局は店をたたまなければい

けない。中東遠の薬剤師を確保するために押し切られると。まちの薬局はなくなり、

大手の店が残る。小さな店が持ちこたえられるのか。それぞれの町の関わり、市の

医療全体をもう少しやってから案を出すべきではないか。

Ａ 薬剤師薬局がそこの病院のところに出来たわけであって、薬剤師会全体で話し合っ

て出来た中小の薬局はすぐソバにある。その薬局に院内薬局が出来ても多くの影響

があるとは思えない。いくつか影響あるかも知れないが、そんなに多くはない。ど

れほど多くの意見を代表して意見を言われているのか。

Ｑ 薬剤師が中々確保できない。その状況は分かった。薬剤師の処遇を改善できないの

か。来て貰える職場環境を出していない。中東遠の薬剤師をなんとかすると言うと

ころから出ているのが問題だ。

Ａ 努力しました。努力しました。彼ら、薬剤師は個人です。 努力して改善している。

有給休暇も取っています。環境も良くするようにしています。そうしても無理です。

私の努力が足りなければ謝ります。薬剤師を送ってくれたらと言いました。無理で

すと言われた。患者に利便があることであり、 地域医療にダメージを与えない。

Ａ 薬剤師伊藤部長・・・ 薬剤師は人一倍頑張っている。毎年採用は１－２名採用し

ている。菊川、御前崎は採用もしてない。家庭の事情で辞める人もいる。産休、育

休で辞める１～２人もいる。 当直１名、１２病棟あるし、救急外来もある。迅速

に行わなければいけない。肉体精神非常にハードとなっている。業務改善もしてい

る。看護師や医師の協力で改善もしている。常時宿泊もしている。これ以上業務が

出来ない。

議長 反対意見もあるという事を耳を傾け考えていただきたい。

Ｑ 敷地内薬局導入の件について、話を伺って 支持する立場で発言させていただきた

い。２５年からスタートしたセンター、建設協議から私ずっと関わらせていただい

ていた。個々に言えば、袋井市民病院がなくなり、中央薬局がなくなり、関係者は

随分辛い思いをした。しかし院長の言葉の通り最終判断したのは院長のお言葉の通

り、圏域の医療を守る、と言うところになった。 患者にとってプラスかマイナス

か、病院にとってプラスかマイナス か、このことを前提に判断すべきだと思う。

１点、考え方を伺いたい、将来を見据えた病院の整備方針としてあります。お金が

掛かる事業となっている。今日のところはテーマだけ掲げてあるが、トータルの今

後かかる経費についての計画を出して欲しい。

Ａ お金の考え方 放射線治療器は先ほど話した。今後の整備はどれだけの規模でや

るか１５～２０年を見据えて過大でも困る。小さすぎてもいけない、それを見据

えて色々検討している。それによって、金額的にも変わる 今やっているのはどれ
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くらいのものを作るか、話し合っているところ。近々固まってきましたらその辺の

ところを出していきます。両市に負担をしていただくことになろう？と思う。バラ

ンスを取って行きたい。

◆令和３年度病院事業補正予算、令和４年病院事業会計予算について・・・

資料６ ７ ８ ９参照・・

Ｑ 令和４年度予算で入院４００人、外来１１５０人、この数字で特に入院４００人の見

込みは大変では。最近の状況を知りたい

Ａ 入院はこのところ４００人は超えてない。コロナが収まったときは、もう少しで４０

０人となっている。コロナの収束で期待もある。急性期医療も増えると思う。

Ｑ コロナの補助金１５．４７億円の補正で約３０億となる。この数字が９月迄の見通し

と言うことで、それ以降の分はを入れるとどの位か。また、令和３年度における新型

コロナウイルス感染症対応従事者慰労金はどうか。

Ａ ９月以降、１０月～１１月分を県と協議中だが、１３億を少し超える。まだ正式で

はな。４３億円 さらに上乗せが視野に入っている。

処遇改善のことについて、国の方針としては 空床保証でお金を補助して貰ってい

る。確定前だが看護職員の処遇改善は今後相談をしながら、職員に支給したい。

（空床保証２／１～３５床分、それ以前２５床分保証を受けている。７階東病棟４９床。）

Ｑ 処遇改善を年度末で考えているとの事だが、補正で何故出さないか。

Ａ 補正の手当、トータルの枠の中で反映されている。

Ｑ 人勧にともなって給与引き下げる事は無いではないか。人事院勧告を受けなければい

けないか。

Ａ 当院は存立したときから、病院が出来たときから、公立準拠、それが両市のスタート

の共通認識である。状況が変われば別だが現在のところはこのままだ。

年末によく頑張ったと言うことで出したい。一律に出したい。職員も出せるがそれ以

外の職員もいる、協議をしているところだ。



- 6 -

資料１
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資料２
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資料３
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資料４
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資料５
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資料６
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資料７
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資料８
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資料９
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２．掛川市・袋井市病院企業団議会定例会 ＰＭ３：３０～

議案＞

・議案第１号 令和３年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計補正予算（第２号）

について ・・・・全員賛成 可決承認

・議案第２号 令和４年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計予算について

・・・・全員賛成 可決承認

資料 ６ ７ ８ ９参照

・議案第３号 専決処分の承認を求めることについて

（掛川市・袋井市病院企業団企業長の給与及び旅費に関する条例の一部改正）

・・・・・全員賛成 可決承認

◆令和４年度病院事業会計（本会議）質疑

Ｑ 職員の給料について、こういうところは手を付けられないか。

Ａ 令和４年度、近隣病院や県立病院で検討している。企業庁の判断で進めたい。今のと

ころ８月の補正で対応したい。

以 上


